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して 5 週齢の Fischer344 系雄性ラット 15 匹（日本
SLC株式会社、静岡）を用いた。 
B. 群分けとタウリン投与 




をラット用経口ゾンデによって 1 日 1 回、2 週間投
与した。投与量は、1. 0 g/kg/dayとした。 






E. total RNAの抽出 
 タウリン投与群 (n=8)と非投与群 (n=7)の腓腹筋
内側頭白色部を RNA 採取キット（Sepasol-RNA I 
Super G：ナカライテスク, 京都, 日本）を用いて、




 DNA マイクロアレイ解析に Agilent Expression 
Array2色法を用い、タカラバイオ株式会社ドラゴン
ジェノミクスセンターへ委託した。DNAマイクロア
レイ解析にWhole Rat Genomeオリゴ DNAマイクロ
アレイキット（G2519F, Agilent Technologies,  CA,  
USA）を使用した 18,  19。混和した各群の total RNA 
200ngを Quick Amp Labeling kit,  two-color（Agilent 
Technologies）に順じて cDNA を合成し、その後に
cRNAの Cyanine3 CTP（Cy3）および Cyanine5（Cy5）
標識 cRNAを合成した。Gene Expression Hybridization 
kit（Agilent Technologies）を用いて Cy3 および Cy5
標識 cRNAをハイブリダイゼーションした。その後
に Gene Expression Wash Pack（Agilent Technologies）
を用いて洗浄した。Agilent DNA マイクロアレイス
キャナ（Agilent Technologies）で取得してハイブリダ










A.   糖代謝の遺伝子発現の変化 
 DNAマイクロアレイの結果、骨格筋における解糖
系酵素、糖輸送担体の遺伝子発現の変化を発現率の
順に Table 1 に示した。2週間のタウリン投与によっ
て、骨格筋における糖取り込みに関する遺伝子発現
において、2 倍以上の増加もしくは 0.5 倍以下の減
少を示した変化は認められなかった。 
 
Table 1. Gene expression changes of glycolysis and 
gluconeogenesis metabolism in rat skeletal muscle 
following two weeks taurine supplementation in the 
microarray analyses  
 
 
Table 2. Gene expression changes of serine, glycine 
and threonine metabolism in rat skeletal muscle 














C.  タウリン投与による骨格筋遺伝子発現の変化 
 DNAマイクロアレイの結果、2週間のタウリン投
与によって、発現比率が 2倍以上の増加または 0. 5
倍以下の減少を示したすべての遺伝子を発現率の順
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Supplemental table 1. All gene whose expression 
were changed by two weeks taurine 
supplementation in the microarray analyses 
 
 
 
